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１．はじめに 

世界中に猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症（COVID-19）（以下、「コロ

ナウイルス」と称する）が日本国内にも迫り、2020 年の４月には緊急事態宣言が発令され

た。人々は外出自粛を余儀なくされ、現状の生活を送れなくなった。その後も、まん延防

止等重点措置やイベントの声出し禁止など、2023 年２月現在に至っても未だ収束のめどは

立っていない。 

コロナウイルスの影響により様々な業界が打撃を受けた。マネー現代の調査（マネー現

代、2020）によると、2019 年 11 月から 2020 年の 9 月までの娯楽業（映画館、劇場・音

楽・芸術などの興行、プロスポーツ興行、競輪・競馬など、スポーツ施設、遊園地・テー

マパーク、パチンコホール）の活動指数は下のグラフの通りで（図表-１参照）、感染者数

が増え始めた 3 月から減少傾向にあることがわかる。６月から回復し始めるが、今まで通

りとは言えない水準が続いている。 

 

図表-１ 娯楽業の活動指数と感染者数 

 
マネー現代 2020 年、厚生労働省より筆者作成 

 

 娯楽業の活動が厳しい中、現在は家で楽しめる娯楽メディアが流行している。特に、有

料動画配信サービスの利用者の数はインプレス総合研究所の調査（インプレス総合研究

所、2021）によると、コロナ禍においてより一層利用者数を伸ばしている（図表-２参

照）。 

 

 



図表-２ ３か月以内に有料の動画配信サービスを利用したことがある人 

 
インプレス総合研究所より筆者作成    

 

このように、コロナ禍において伸びたメディアは動画配信サービスだけではない。全国

のラジオの配信サービスを行っている radiko では、2014 年のサービス開始から利用者数

を伸ばし、有料のラジコプレミアム会員はコロナ禍で 100 万人に到達した。何かをしなが

ら楽しめることができる「ながらメディア」は、巣ごもり要が高まる現在において有力な

メディアだと考える。 

しかし、現代の若者はラジオを聴かない、ラジオ離れが進んでいる。NHK 放送文化研

究所「国民生活時間調査」（NHK 文化研究所、2016）を参照したデータによると 1995 年

から 2015 年の間で若者のラジオ離れが加速していることがわかる（図表-３参照）。 

 

図表-３ 年代ごとのラジオ視聴 

 
NHK 文化研究所より筆者作成 

 



本調査でもラジオの利用有無について回答してもらったところ 66.8%が利用していなか

った。そこで、現代の若者はラジオではない「ながらメディア」を利用していると考え

た。「ながらメディア」とはメディアを利用しながら他の作業ができるメディアのことを

指す。ラジオを含め、音声メディアは聴きながら他のことができるため「ながらメディ

ア」と言う。若者は音声メディアでも、ラジオではなく別のメディアを利用していると仮

説を立て調査を行った。また、目を使わない音声メディアには、「ながら」を促す要素が

他のメディアに比べて多いと感じた。そしてそれには、心理的な効果があるのではないか

と考え、心理尺度の項目をいれて調査をした。 

 

 

２．調査研究の方法 

2-1．調査概要 

調査実施期間：2022 年 11 月 16 日～11 月 23 日、11 月 29 日～12 月６日 

調査対象：文教大学湘南・あだち・越谷キャンパス在学１～４年生 

調査人数：標本数 504 票（内不在 28 票） 

有効回答数 96 票 回答率 20.2% 

 

2-2．調査項目 

調査項目は大別して、〈回答者自身に関する項目〉、〈様々なメディアに関する項目〉、

〈ラジオに関する項目〉、〈音声メディアに関する項目〉、〈ラジオに関する項目〉。以

上５つによって構成した。以下、主な項目詳細。 

〈回答者自身に関する項目〉 

「性別」「学年」「同居人数」「利用するメディア」「メディアを利用する目的」等基本

的な項目から利用するメディアについて問う項目を設問した。 

 

〈様々なメディアに関する項目〉 

様々なメディアのイメージについて調査するため、信頼度・情報の早さ・必要性・楽しさ

の４つの項目を設問した。 

 

〈音声メディアに関する項目〉 

ラジオ以外の音声メディアを利用しているのか調査するため、音声メディアの利用に関す

る項目を設問した。 

 

〈ラジオに関する項目〉 

ラジオを利用する人がどのくらいいるのか、またラジオを聴くときの状況が音声メディア

の利用時と異なるかを調査するためにラジオに関して問う項目を設問した。 

 



2-3．調査方法 

調査は、Google フォームを利用し作成。サンプリングで抽出した該当者メールアドレス

へ、調査票の URL を添付したメールを送信。 

サンプリング方法は学部ごとに層化抽出法を用いた。 

以下、学部別割り当て詳細。 

 
※対象者のうち 28 名は送付エラー。 

※卒業年次以降の学生や、学生番号が特殊な留学生は含まれていない。 

 

３．調査結果 

３-1．回答者の基本属性 

回答者の基本属性は、「性別」は【男性】が 36 名（37.9%）、【女性】が 55 名

（57.9%）、【回答しない】が 4 名（4.2%）であった。「学年」は【1 年生】が 32 名

（33.3%）、【2 年生】が 24 名（25.0%）、【3 年生】が 23 名（24.0%）【4 年生】が 17

名（17.7%）であった。「同居人数」は【一人暮らし】が 23 名（24.5%）、【2 人】が 4

名（4.3%）、【3 人】が 22 名（23.4%）、【4 人】が、31 名（33.0%）【5 人】が 11 名

（11.7%）、【6 人以上】が 3 名（3.2%）であった。 

 

３-2．利用するメディア 

利用しているメディアを調べるため、「自由時間に利用するメディア」について複数回

答してもらった。最も多かったのは、【ソーシャルメディア】76 名（79.2%）であった。

次いで【動画共有サイト】73 名（76.0%）、【テレビ】46 名（47.9%）であった。【ラジ

オ】を利用している人は 10 名（10.4%）という結果で利用者が少ないことがわかる（図表

-３ 参照）。 

 

 



図表-４ 利用しているメディア（複数回答）      

 
 

また、最も利用するメディアを調べるため、「自由時間に利用するメディア」について

1 つのみ回答してもらった。最も多かったのは、【ソーシャルメディア】51 名（53.1%）

であった。次いで【動画共有サイト】38 名（39.6%）であった。【ラジオ】を最も利用す

る人は 1 名（1.0%）という結果で利用者が少ないことがわかる（図表-５ 参照）。 

 

図表-５ 最も利用しているメディア（選択回答） 

 
 

メディアを利用する目的についても調べるため、６つのメディアについて利用する目的

をそれぞれ当てはまるもの 1 つ回答してもらった。「テレビ」を利用する目的で最も多か

ったのは【楽しみを得るため】45 名（46.9%）で、次いで【情報を得るための手段】42 名

（43.8%）であった。「ラジオ」を利用する目的で最も多かったのは【楽しみを得るため】

20 名（20.8%）であった。しかし、【ほとんど利用しない】65 名（67.7%）が大半を占め

ていた。「新聞」を利用する目的で最も多かったのは【情報を得るための手段】28 名

（29.2%）であった。しかし、【ほとんど利用しない】68 名（70.8%）が大半を占めてい

た。「雑誌」を利用する目的で最も多かったのは【楽しみを得るため】23 名（24.0%）で

あった。しかし、【ほとんど利用しない】58 名（60.4%）が大半を占めていた。「ソーシ

ャルメディア」を利用する目的で最も多かったのは【楽しみを得るため】34 名（35.4%）



であった。次いで【コミュニケーションをとるための手段】31 名（32.3%）、【情報を得

るための手段】26 名（27.1%）であった。「動画共有サイト」を利用する目的で最も多か

ったのは【楽しみを得るための手段】77 名（80.2%）で大半を占めていた。 

メディア利用の目的の純粋な割合を出すため、上記の結果から【ほとんど利用しない】

を除外した割合を出した。その結果、「テレビ」では【楽しみを得るための手段】45 名

（51.7%）、「ラジオ」では【楽しみを得るための手段】20 名（64.5%）、「新聞」では

【情報を得るための手段】28 名（100.0%）、「雑誌」では【楽しみを得るための手段】

23 名（60.5%）、「ソーシャルメディア」では【楽しみを得るための手段】 34 名

（37.4%）、「動画共有サイト」では【楽しみを得るための手段】77 名（88.5%）が最も

多いという結果になった（図表-６ 参照）。 

 

図表-６ メディアを利用する目的 

 
 

３-３．メディアのイメージ 

6 項目のメディアを信頼性・情報の早さ・必要性・楽しさの４つのイメージについて 5

段階で評定してもらった。信頼性では「新聞」（2.1 点）が一番高いイメージであることが

わかった。情報の早さと必要性、楽しさに関するイメージはすべて「ソーシャルメディア」

（情報の早さ 2.3 点・必要性 1.5 点・楽しさ 1.7 点）のイメージが高いことがわかった（図

表-７ 参照）。新聞を利用する人がいなかったものの、新聞の信頼性が最も高いという予

想外の結果になった。 

 

 

 

 

 

 



図表-７ メディアのイメージ（信頼性・情報の早さ・必要性・楽しさ） 

 
 

 



３-４．音声メディアについて 

音楽の視聴有無を調べるため、「定期的に音楽を聴くか」について 2 択で回答してもら

った。その結果【はい】が 94 名（97.9%）、【いいえ】が 2 名（2.1%）であった。「音楽

配信サービスの利用有無」と「音声配信サービスの利用有無」についても 2 択で回答して

もらったところ、「音楽配信サービスの利用有無」では【はい】が 74 名（77.1%）、【い

いえ】が 22 名（22.9%）であった。「音声配信サービスの利用有無」では【利用している】

が 37 名（38.5%）【利用していない】が 59 名（61.5%）であった。 

音声配信サービスの利用有無によって音楽配信サービスの利用有無に違いがあるかをみ

るため、カイ二乗検定を行った。その結果、利用の有無による有意な差がみられた

（Χ²(１)=10.45, p<.01）。このことから、音楽配信サービスを利用が多いことが判明した

（図表-８ 参照）。 

図表-８ 音声配信サービスの利用有無 

 
利用している音声メディアを調べるため、「利用する音声メディア」について複数回答

してもらった。最も多かったのは、【音楽配信サービス】70 名（72.9%）であった。次い

で【音声 SNS】14 名（14.6%）、【ポッドキャスト】７名（7.3%）であった（図表-９ 参

照）。 

 

図表-９ 利用している音声メディア（複数回答） 

 
 

合計

利用している 37

38.5%

利用していない 59

61.5%40.6%

2.1%

20.8%

35 2

39 20

定期的な音楽配信サービスの利用

はい いいえ

36.5%



音声メディアを聴く頻度について「予定のある日」と「予定のない日」でそれぞれ回答

してもらった。「予定のある日」では【1～2 時間程度】38 名（39.6%）であった。「予定

のない日」でも【1～2 時間程度】28 名（29.2%）が最も多いという結果になった（図表-

10 参照）。 

図表-10 音声メディアを聴く頻度 

 
 

「音声メディアを利用する際の行動」について複数回答で回答してもらった。【通学途

中】60 名（62.5％）での利用が最も多かった。次いで【食事や身の回りのことをしながら】

43 名（44.8％）、【車で移動しながら】39 名（40.6％）という結果になった（図表-11 参

照）。 

     図表-11 音声メディアを利用する際の行動 

 
 

「音声配信サービスの利用有無」によって「私生活の中で自分に対して考えること」に

違いがあるのかどうか検討するため、私生活の中で自分に対して考えることに関する各項

目の 4 段階評定による平均得点を従属変数として、ラジオの利用有無の t 検定を行った

（図表-参照）。その結果、「誰にも話しかけられたくない」（t(94)=-2.11,p<.05）、

「将来のことをあれこれ考えてしまう」（t(94)=-2.03,p<.05）の２つの項目で有意な差が

認められた（図表-12 参照）。この結果から、音声配信サービスを利用している人の方が

「誰にも話しかけられたくない」、「将来のことをあれこれ考えてしまう」の 2 項目を感

音声メディアを利用する際の行動 人数（割合）

車で移動しながら 39（40.6%）

食事や身の回りのことをしながら 43（44.8%）

家事をしながら 38（39.6%）

通学途中で 60（62.5%）

勉強しながら 36（37.5%）

寝ながら 23（24.0%）

何もしない 22（22.9%）

利用しない 2（2.1%）

その他 1（1.0%）



じていることが判明した。 

 

図表-12 Q7 と Q13 の対応のない t 検定 

 
 

３-５．ラジオについて 

「ラジオの利用有無」について 2 択で、回答してもらった。その結果、【利用している】

が 30 名（31.3％）で、【利用していない】が 66 名（68.8％）という結果になった。「ど

のラジオを最も利用するか」に関しての質問では、【AM ラジオ】が 7 名（23.3%）、

【FM ラジオ】が 18 名（60.0%）、【その他】が 5 名（16.7%）という結果になった。 

 また、「どんなラジオ番組を視聴しているか」回答してもらったところ、【おしゃべり

中心】が 27 名（47.4%）という結果で最も多かった。（図表-13 参照）。 

 

図表-13 視聴しているラジオ番組について 

 
「ラジオの利用有無」によって「私生活の中で自分に対して考えること」に違いがある

のかどうか検討するため、私生活の中で自分に対して考えることに関する各項目の 4 段階

評定による平均得点を従属変数として、ラジオの利用有無の t 検定を行った（図表-参照）。

その結果、「物事に乗気がしない」（t(94)=-2.70,p<.01）、「わけもなく疲れたような感

じがする」（t(94)=-2.43,p<.05）、「みじめだ」（t(94)=-2.01,p<.05）、「色んな思いが

心をよぎる」（t(94)=-2.09,p<.05）の４つの項目で有意な差が認められた（図表-14 参

照）。この結果から、ラジオを利用する人の方が「物事に乗り気がしない」、「わけもな

く疲れたような感じがする」、「みじめだ」、「色んな思いが心をよぎる」の 4 項目を感

じていることが判明した。 

 

項目 利用 度数 平均値 t値 自由度 有意確立

している 37 2.46

していない 59 2.90

している 37 1.97

していない 59 2.41

誰にも話しかけられたくない -2.109 94 p<.05

将来のことをあれこれ考えてしまう -2.034 94 p<.05

視聴しているラジオ番組 人数（割合）

おしゃべり中心 27（47.4%）

音楽中心 8（14.0%）

ニュース 6（10.5%）

天気予報 4（7.0%）

交通情報 6（10.5%）

落語や漫才、ドラマ 2（3.5%）

教養番組 3（5.3%）

その他 1（1.8%）



 

図表-14 Q13 と Q18 の対応のない t 検定 

 
 

一元配置分散分析によって問 14 の利用するラジオを分類した AM ラジオ、FM ラジ

オ、利用しない、これら３つと問 18 の心理尺度との間に「面倒くさい」「物事に乗り気

がしない」「わけもなく疲れたような感じがする」の 3 項目において有意な差がみられた

（図表-15 参照）。この結果から、ラジオを利用しない人は「面倒くさい」、「物事に乗

り気がしない」、「わけもなく疲れたような感じがする」の 3 項目を感じにくいことが判

明した。 

 

図表-15 利用するラジオと心理尺度（一元配置分散分析） 

 
 

３-６．音声メディアとラジオの比較 

音声メディアとラジオを利用する理由についてそれぞれ、利用している人に 4 つの項目

を 4 段階で評定してもらった。その結果、音声メディアでは「同時に他のこともできるか

ら」（1.87 点）が最も多かった。ラジオでは「他人の声や会話を聞くのがすきだから」

（2.42 点）と「同時に他のこともできるから」（2.42 点）が同率で最も多かった（図表-

16 参照）。 

 

項目 利用 度数 平均値 t値 自由度 有意確立

している 30 1.93

していない 66 2.47

している 30 1.83

していない 66 2.35

している 30 2.63

していない 66 3.08

している 30 1.90

していない 66 2.33

94

94

94

94

p<.01

p<.05

p<.05

p<.05

物事に乗り気がしない

わけもなく疲れたような感じがする

みじめだ

色んな思いが心をよぎる

-2.704

-2.430

-2.014

-2.090

ｎ MEAN SD F ｄｆ ｐ
面倒くさい ①AMラジオ 7 1.29 0.49 3.32 95 p<.05

②FMラジオ 18 1.72 0.67

③利用しない 66 2.11 0.81

その他 5 2.20 0.84

ｎ MEAN SD F ｄｆ ｐ
物事に乗り気がしない ①AMラジオ 7 1.86 0.90 3.75 95 p<.05

②FMラジオ 18 1.78 0.65

③利用しない 66 2.50 0.95

その他 5 2.20 0.84

ｎ MEAN SD F ｄｆ ｐ

わけもなく疲れたような感じがする ①AMラジオ 7 2.00 1.15 3.23 95 p<.05

②FMラジオ 18 1.61 0.70

③利用しない 66 2.38 1.00

その他 5 2.00 0.71



 

図表-16 利用する理由 

 
 

 音声メディアとラジオの利用する理由として「流行がわかるから」の重要度は、音声

メディアは 2.73（SD＝0.99）、ラジオは 3.16（SD＝0.93）であった。流行がわかるから

の重要度が音声メディアとラジオで平均値に違いがあるかどうかを検討するため、対応の

ある t 検定を実施した。その結果、平均値の間に有意な差がみられ（ｔ(36)=-3.15, 

p<.05）、音声メディアの方がラジオよりも利用する理由として、流行がわかることを重

要視していることが判明した。 

音声メディアとラジオについてどのように役立っていると感じるのか、4 つの項目を 4

段階で評定してもらった。その結果、音声メディアでは「癒される」（1.97 点）が最も多

かった。ラジオでは「身近に感じる」（2.52 点）が最も多かった（図表-17 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図表-17 どのように役立っていると感じるか 

 
 

音声メディアはラジオと比べて「非常時に必要」「眠気を取ってくれる」「車の移動に

必要不可欠」「癒される」という点で役立っていると感じられている（図表-18 参照）。 

 

図表-18 どのように役立っていると感じるか（対応のある t 検定） 

 
 

非常時 ｎ MEAN SD

音声メディア 35 2.34 1.03

ラジオ 35 2.77 1.17

眠気を取る ｎ MEAN SD

音声メディア 34 2.91 0.87

ラジオ 34 3.21 0.85

車の移動 ｎ MEAN SD

音声メディア 37 2.62 1.06

ラジオ 37 3.03 0.90

癒される ｎ MEAN SD

音声メディア 36 1.97 0.88

ラジオ 36 2.64 1.13

t(34)=-2.38,p<.05

t(33)=-2.15, p<.05

t(36)=-2.21, p<.05

t(35)=-4.06, p<.01



３-７．性別による違い 

 性別によって自由時間に利用するメディアに違いがあるかをみるため、カイ二乗検定を

行った。その結果、性別による有意な差が見られた（Χ²(８)=25.04, p<.05）。このこと

から「ソーシャルメディア」と「動画共有サイト」は女性の方が利用することが判明し

た。一方で「テレビ」は男性の方が利用する人が多かった（図表-19 参照）。 

 

図表-19 「性別」と「自由時間に利用するメディア」について 

 
 

 性別によって視聴しているラジオ番組に違いがあるかをみるため、カイ二乗検定を行っ

た。その結果【落語や漫才、ドラマ】の番組について、性別による有意な差が見られた

（Χ²(２)=11.44, p<.05）。このことから、女性は【落語や漫才、ドラマ】のラジオ番組

を視聴しないことがわかった（図表-20 参照）。 

 

図表-20 「性別」と「ラジオ視聴番組（落語や漫才、ドラマ）」について 

 



３-８．因子による分析 

回答者の現状の考え方を調査するため、21 項目を 4 段階で評価してもらった。この傾向

がどのような因子を持つのか、バリマックス回転を用いて主成分分析による因子分析を行

った。その結果、図表-のように３つの因子に分類することができた。第一因子には「気が

重い」「気分が沈んで憂鬱である」といった気分が上がらない感じが伺える要素が抽出さ

れたため【抑うつ因子】と名付けた。第二因子には「なんとなく不安だ」「将来のことを

あれこれ考えてしまう」といった不安な感じが伺える要素が抽出されたため【不安因子】

と名付けた。第三因子には「面倒くさい」「何もしたくない」といったやる気が起きない

感じが伺える要素が抽出されたため【疲労因子】と名付けた（図表-21 参照）。 

 

図表-21 私生活の中で自分に対して考えることに関する因子分析 

 
 

「ラジオの利用有無」によって不安感に違いがあるかをみるため、カイ二乗検定を行っ

た。その結果、ラジオの利用有無による有意な差が見られた（Χ²(１)=5.48, p<.05）。こ

のことから、ラジオの利用は不安感を軽減する効果があることがわかった（図表-22 参

照）。 

図表-22 「ラジオの利用有無」と「不安感」について 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非不安

不安

利用していない 利用している



４．まとめと考察 

ラジオを利用していない学生は、半数以上を占めており、若者はラジオから離れている

と言える。そんな中、音楽配信サービスを利用している学生は 7 割以上を占めていた。ま

た、オーディオブックやポッドキャスト、音声 SNS といった音声メディアの利用もされて

おり、大学生はラジオではない新しい音声メディアを利用していることがわかった。 

音声メディアとラジオに関する比較では、「利用する理由」と「どのように役立ってい

ると感じるか」について回答してもらった。その結果には、大きな差は見られなかった。

このことから、現代の若者はラジオを利用していないが、ラジオを利用する目的と同じよ

うに音声メディアを利用していると言えると考えた。 

「メディアのイメージ」に関する質問で、信頼できるメディアとして最も点数の高かっ

たメディアは新聞であったが、新聞を利用している人は一人もいなかった。また、次に点

数が高かったメディアはラジオであった。このことから若者の新聞離れも言えるとともに、

利用するメディアに、信頼性は考えないのではないかと考察する。 

「ラジオの利用有無」と心理尺度に関する質問では、４つの項目で有意な差が認められ

た。また、「音声配信サービス」と心理尺度に関する質問でも、２つの項目で有意な差が

認められた。しかし、どちらも利用している方の点数が高かったため、音声メディアには

良い心理的な影響を与える効果はなかったと言える結果となった。 
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